



















































2013 年 11 月 30 日受付
＊   江戸川大学 人間心理学科教授　社会心理学




首都圏の四年生大学の学生 540 名（男性 205 名，
女性 335 名，平均年齢 19.08 歳，SD 1.17）を対















など 5 項目），⑤友人関係満足度（1 項目）につ




























1 年 2 年 3 年 4 年 計
男 99 81 19 6 205
女 203 100 21 11 335







































を 2 点，「あまりあてはまらない」を 3 点，「やや
あてはまる」を 4 点，「あてはまる」を 5 点，「よ
くあてはまる」を 6 点とした。⑥は「あてはまら
ない」を 1 点，「あまりあてはまらない」を 2 点，
「どちらともいえない」を 3 点，「ややあてはまる」




























総平均（SD） 男性（SD） 女性（SD） t 値
友人関係の満足度 4.32（1.23） 4.24（1.29） = 4.38（1.18） −1.31
授業理解の困難さ 3.34（0.83） 3.28（0.84） = 3.37（0.82） −1.29
入学目的の曖昧さ 3.51（1.13） 3.45（1.19） = 3.54（1.10） −0.88
大学への愛着 3.65（0.92） 3.54（1.00） < 3.73（0.85） −2.32*
大学不適応 3.52（1.02） 3.44（1.08） = 3.56（0.98） −1.28
友人関係機能尺度
安心・気楽さ 4.07（0.87） 3.78（1.01） < 4.25（0.71）−5.75***
娯楽性 3.86（0.86） 3.68（1.00） < 3.98（0.73）−3.73***
関係継続展望 3.66（0.95） 3.48（1.04） < 3.78（0.87） −3.43**
情緒的結びつき 3.41（0.95） 3.15（1.02） < 3.57（0.87）−4.90***
相談・自己開示 3.70（0.95） 3.47（1.03） < 3.84（0.86）−4.32***
支援性 3.84（0.93） 3.60（1.06） < 4.00（0.80）−4.63***
肯定・受容 3.89（0.85） 3.65（0.98） < 4.04（0.72）−4.97***
学習・自己向上 3.64（0.92） 3.47（1.04） < 3.74（0.83） −3.09**
人生の重要な意味 3.39（0.96） 3.26（1.07） < 3.48（0.86） −2.49*
*p<.05,　**p<.01,　***p<.001
表４　大学不適応と各変数の相関
友人関係満足 授業理解困難 入学目的明確 大学への愛着
大学不適応 −.232*** .322*** −.218*** −.374***
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